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　本年４月１日付けで、県民安全課長に就任しました藤田です。よろしくお願いします。

　ＮＰＯ法人長崎被害者支援センターにおきましては、県公安委員会指定の早期援助団体として、日頃

から、犯罪被害に遭われた方やそのご家族又はご遺族（以下「犯罪被害者等」と記載いたします。）に

対する電話相談や臨床心理士、精神科医、弁護士等の専門家による面接相談を始め、被害者支援の気運

を高めるための広報活動や心と命の大切さを培うための講演活動など様々な支援活動にご尽力いただい

ておりますことに対し、心より感謝申し上げます。

　さて、本県では、地域住民が安全で安心して暮らせる、また、観光などで訪れる方々が安心して滞在

することができる「犯罪のない安全・安心まちづくり」に努めているところであります。

　しかしながら、ご承知のように、空き巣やひったくり、車上ねらいなどの身近な犯罪は後を絶たず、

社会を揺るがす事件も発生しています。

　犯罪等は、いつ誰が被害に遭うかわかりません。

　犯罪被害者等は、犯罪等により身体を傷つけられたり、命を奪われるなどの直接的な被害だけでなく、

精神的苦痛などさまざまな苦しみを抱えており、平穏な生活を取り戻すことが困難な状況にあります。

　そういった方々に対して、警察や行政、民間の支援団体だけでなく、県民一人ひとりが犯罪被害者等

のおかれている現状を正しく理解することにより、犯罪のない安全で安心して暮らせる社会を実現して

いく必要があります。

　県では、犯罪被害者等を連携して支援することを目的に、平成１８年９月に「犯罪被害者等支援庁内

連絡会議」を設置し、関係各課室における犯罪被害者等支援の施策に関する情報の共有を図ることによ

り、二次的被害の防止に努めております。

　また、児童虐待やＤＶ被害については、こども・女性・障害者支援センターにおいて、要保護児童対

策地域協議会を運営する市町への支援や児童福祉施設、母子生活支援施設等への支援に取り組んでいる

ところであります。

　犯罪被害者等に対する問題を社会全体で考え、ともに支え合い誰もが安全に安心して暮らすことがで

きる社会の実現を目指し、関係機関等と連携を図りながら取り組んでまいりますので、引き続き、ご支

援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

ともに支え合う社会の実現を目指して

長崎県県民生活部県民安全課長　藤田　邦行

長崎県公安委員会指定 犯罪被害者等早期援助団体

犯罪被害者や支援者の方々へ

特定非営利活動法人 NPO長崎被害者支援センター

第１号 2011第あじさい支援だより

これくらいの 被 害と一 人 で がまんしていませ んか 。
傷害事件・性被害・交通事故等による不安や悩みをお聞かせ下さい。

毎 週 月 曜 日 ～ 金 曜 日・第２土 曜 日
　　　10：00～16：00（年末年始、祝祭日除く）

（ ）

直接支援

面接相談 電話相談のうえ予約が必要。弁護士・臨床心理士の専門相談も行います。

希望に応じて、警察・裁判所・病院・関係機関等への付き添い等も行います。
付き添い支援の際、支援員の交通費等は当センターで負担します。
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　総会報告　
５月２７日（金）午後４時から、ホテルセントヒル長崎において、平成２３年度通常総会（第８回）を開催しました。

　○第１号議案　平成２２年度事業報告並びに収支決算報告について

　○第２号議案　平成２３年度事業計画並びに収支予算書（案）について

　○第３号議案　法人組織の移行について（詳細は６頁参照）

以上の議題については、原案どおり全て承認可決されました。

また、報告事項として以下の件を報告し、その後、意見交換会をおこなった。

○財政支援に対して、県警、県をはじめ、関係機関の皆様のご協力により、

募金箱、自動販売機の設置も順調に進み、今後の継続した財政収入が見

込まれることに対し感謝申し上げ、なお一層のご支援ご協力をお願いし

た。

　平成２３年度は、財政基盤強化の取り組みを引き続き行うとともに、当セ

ンターの認知度を高めながら、相談・支援を必要としている被害者に対し、

支援活動の充実強化に取り組むことを報告した。

　 意見交換会

　○相談件数の減少対策について、以下のような意見が出された。

　　①警察等との連携を行い被害者に直接センターを紹介してもらう方法を

とってみてはどうか

　　②支援の具体的な内容等を知らせる方法等を検討したらどうか

　　③ＤＶ防止長崎、子ども女性障害者センター等との連携はどうなってい

るのか

　　④広報の方法を検討してみてはどうか（他機関連携の内容等の紹介など）

　○回　答

　　①被害者に対し、被害者の手引とともにセンターリーフレットを配付し、

連携強化を図っている

　　②相談支援の具体的な内容等につき、センターホームページでの紹介を

準備中

　　③「県犯罪被害者等連絡協議会」に加入し情報交換の連携をしているの

で内容等紹介は今後実施したい。

　　④学校講演で父兄・教師に対する広報にも取り組んでいる。

　各種相談機関はあるが、当センターは､ 相談のたらい回しだけはしないように心がけている。

以上のような貴重な意見交換を含め、全ての議案審議並びに報告事項を終えた。

平成22年度事業報告・決算及び総会報告

平成23年度収支予算

 　収支決算報告

収　　入

科　　　目 決算額

会 費 収 入 1,897,000

寄 付 金 収 入 7,626,807

（ 内 自 販 機・ 募 金 収 入 ） （1,945,120）

県 受 託 費 収 入 5,009,000

市町村負担金収入 993,000

雑 収 入 100,527

前 期 繰 越 金 1,348,926

収　入　計 16,975,260

支　　出

科　　　目 決算額

事 業 費

相談・支援事業 6,026,326

広 報 事 業 4,469,295

そ の 他 事 業 423,561

管 理 費 5,194,643

次 期 繰 越 金 861,435

支　出　計 16,975,260

相談支援事業
8,166千円
44％

広報事業　3,812千円　20％

研修養成事業
497千円　3％

その他事業
179千円　1％

管理費
5,420千円
29％

県受託費
5,259千円
28％

市町負担金
993千円
5％

繰越・雑収 810千円
5％

会費収入
2,800千円
15％

一般寄付金収入
5,500千円
30％

自販機・募金寄付金収入
3,200千円　17％

予備費　488千円　3％

支出額
18,562千円
支出額

18,562千円
収入額

18,562千円
収入額

18,562千円

予算支出
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平成22年度事業結果（相談・面接・直接支援）
　平成２０年度から２２年度の相談件数等は第

１表のとおりです。

　センター支援員が被害者等に直接付き

添って警察・検察庁・裁判所、あるいは法

律相談、心理相談等に行く直接支援件数は、

昨年の平成２１年度と比較しますと平成２２年

度は概ね２倍となっています。

　このことは、被害者等に対して途切れの

ない、きめ細やかな支援が行われていると

言えます。

　第２表は、相談が寄せられた事案別の件

数を表しています。ＤＶ・性犯罪被害の相談

が全体の３０％、身体被害の殺人・暴行・傷

害事案相談が全体の２０％を占めています。

　この中には、平成２２年度に長崎被害者支

援センターが犯罪被害者等早期援助団体と

して警察に対し、被害者等への情報提供を

求め、早期に支援を行った事案も３件含ま

れます。

　当センターでは、他関連機関とも緊密な

連携を図りながら、総合的な支援を行って

います。　　

電話相談
面接相談 直接支援 計

相談受け 相談者との連絡調整

２０年度
１９０ ４０

４３ ２７ ３００
２３０

２１年度
１８０ １２６

６８ ４０ ４１４
３０６

２２年度
１６４ ８２

５９ ９８ ４０３
２４６

途切れないきめ細かな被害者支援
　いま、長崎被害者センターの電話相談は、本来の犯罪被害相談から消費生活に関する相談まで幅広く受理されています。犯罪被害に

関する相談は当然ですが、他機関に関連する相談についても丁寧に傾聴して、相談者の気持ちを理解し、たらい回しすることなく親切

にアドバイスしながらきちんと引き継ぐことをモットーに受けることとしています。

　相談電話のベル、受話器を取り「こちら長崎被害者支援センターです。」電話の向こうでは、しばらく沈黙が続いた。せかせること

なく黙ったまま。しばらくすると、静かな声で語りはじめる。

　被害者Ａさんの話を途中で折ることなく、まずはしっかり耳を傾けＡさんの心情をくみ取りながら、同じ立場に立って受け答えをして

いきます。少しＡさんの不安が軽減されて来たところで被害の状況を聞くと、精神的・経済的にも大きな負担を抱えていることが推測さ

れました。

　Ａさんのために何ができるのか。後日、面接相談に移り、一緒にＡさんに寄り添い可能な限り不安を一つ一つ解決していくことにし

ました。また、個人の秘密は十分守られることも理解され、面談当初緊張していたＡさんは少し安心した様子でした。

　多くの不安を抱えるＡさんとの会話からニーズ・要望を引き出し、もちろん、支援員も常にＡさんと同じ気持ちを持ち続けながら最

も適した解決策を講じていきます。

　精神的な落ち込みを解消するため心理相談に移行、支援員が付き添いながら臨床心理士と面接。また、被害弁償等経済的不安から法

律相談のため弁護士面接を行ないました。公判が始まると刑事手続関与への不安を除去するための支援や検察官と

の打合せや裁判傍聴・証言時の付添いを行なう直接支援を実施していきました。もちろん、定期的な相互連絡も欠

かさず行い、その都度、出てきた問題への対策をとっていくことにしました。

　Ａさんにとって幸いなことに、住宅の確保や子どもさんの就学関係、生活に対する支援、再被害防止策など、今

回は関係機関と連携してサポートしていくものはありませんでした。

　犯罪被害者に対するきめ細かで途切れのない支援は、私たち支援員の使命でもあります。被害者に笑顔が出てき

たとき、被害者を支援する仕事に就いてよかったと思う。先は長いかもしれませんが途中で少し達成感を感じました。

　まだまだ支援は続きます。Ａさんに本当の笑顔が戻るまで、被害に遭う前の日常生活に少しでも戻れるために。

（犯罪被害者相談員Ｗ）

（第 1 表）年度別相談（含む被害者との連絡調整）件数 （平成２０．２１．２２年度）

（第 2 表）相談内容被害別

「支援の現場から」

直接支援 面接面談
裁判所 9 件
9％

精神科医 1件
2％

臨床心理士 10件
17％

弁護士 11件
19％

支援員、面接
37件 62％

検察庁 19件
19％
警察署 6件
6％

法律相談 11件 11％
病院・心理相談 10件
10％

その他 42件
44％

自宅訪問 1件
1％

総件数
98件

総件数
59件
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〜 性 犯 罪 被 害 者 を 守 り 、 支 え る た め に 〜

日時 ９月３日㈯　１４：００〜１６：００（１３：３０開場）

場所 原爆資料館ホール　長崎市平野町７−８

第１部：ＰＡＮＳＡＫＵ（ぱんさく）ライブコンサート
　　　　愛知県内を中心に活動している女性アコースティックユニット

第２部：講演「悲しい性から豊かな性へ」
　　　　講師：中村 まりこ氏（在宅助産師・長崎大学医学部非常勤講師・レインボーさんばハウス主宰）

主催 長崎県公安委員会指定犯罪被害者等早期援助団体 特定非営利活動法人 長崎被害者支援センター　後援：長崎県・長崎県警察本部

本事業は、人権教育の一貫として、

●　心と命の大切さ、いじめ、暴力の無い社会の必要性

●　犯罪被害者やその家族の人権について

など、講演を通じて学ぶことを目的に、長崎県・長崎県警察本部の後援を受けて

●　中学生・高校生を対象とした学校訪問による巡回講演事業

●　各機関・団体を対象とした講演事業（随時受付）

●　県民を対象とした犯罪被害者支援特別講演事業

を行っています。

中学生・高校生を対象とした

講演事業（平成２０年度開始）
※平成２３年度は、Ｈ２３.４.１〜７月現在

高等学校 中 学 校 合　　計 聴講者数

２０年度 ８校 １５校 ２３校 ７, ４４０名

２１年度 ９校 １６校 ２５校 ９, １７１名

２２年度 １１校 ２０校 ３１校 ９, ８９８名

２３年度 ５校 ４校 ９校 ２, ５３７名

その他の講演
（Ｈ２３. ４. １〜７月末現在）

当センターでは、学校講演の他にも少年院や警察学校等へ講師を派遣し、５回の講演
を行っています。

※講師への講演料、交通費等の諸経費については、長崎被害者支援センターで負担しますので、学校側等の負担
は全くありません。

〈学校講演の流れ〉
被害者支援センターから、県教育庁・県学事振興室・各市町教育委員会へ講演実施と講演の依頼通知発出

講師の選定 講演の実施講師及びセンター職員の派遣

被害者支援センターから、県下各高等学校・各中学校への実施・申込の案内 各学校からの申込

学校講演の状況 受講した生徒さんからの感想文 新しく作り替えた広報カード

「心と命の大切さを培う」講演事業の推進状況

犯罪被害者支援特別講演事業「犯罪被害者のためのミニコンサートと講演会」

ＰＡＮＳＡＫＵ ＰＡＮＳＡＫＵ 中村 まりこ氏
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 　事業目標

　犯罪被害者等早期援助団体として、被害者支援活動の早期実施と被害者等が安心して支援を依頼できる活動の

活性化並びに財政基盤の整備や県内の学校巡回講演活動に取り組みます。具体的な内容は以下の通りです。

・付き添いなどの直接支援（自宅訪問・病院・裁判所等への付き添い）の充実

・被害者遺族等が集まり、語り合い支えあう自助グループへの側面支援の充実

・正会員・賛助会員の拡充と財源確保のための自動販売機・募金箱の設置活動

・人権教育の一環として、中学・高校を訪問して「心と命の大切さ」を培うための講演活動

・各種団体機関、被害者支援地域ネットワークでの講演会を開催することによる、広報活動や連携支援の強化

・支援員の養成研修の実施

 　行事予定

１．研修会等

・九州沖縄ブロック研修会（支援員の育成）

・全国被害者支援ネッワーク主催秋期研修会（相談支援員の育成）

・全国被害者支援ネッワーク主催研修会（コーディネーターの育成）

・各種講演・講話など

・相談員継続研修（相談員の知識向上のため月１開催）

・ボランテイア養成講座（２３／６～１２迄・月２実施）

２．街頭宣伝活動等

開　催　日 内　　　容 場　　　所 時　　　間

Ｈ23年９月３日（土） ミ ニ コ ン サ ー ト と 講 演 会 長崎原爆資料館ホール １４：００～１６：００

Ｈ23年10月１日（土） く ら し ホ ッ と フ ェ ス タ 浜 町 ア ー ケ ー ド １０：００～１６：００

Ｈ23年11月19日（土） 人 権 フ ェ ス テ イ バ ル 長崎ブリックホール １０：００～１６：３０

Ｈ24年２月25日（土） 県 警 音 楽 隊 定 期 演 奏 会 長崎ブリックホール １３：３０～１６：００

　現在確定している活動のみを掲載しております。この他にも募金活動等の街頭活動も検討しております。

詳しく決まり次第、随時センターホームページに掲載いたします。

３．そ　の　他

平 成 ２３ 年 度 事 業 計 画

事務局体制：事務局長、参与、調査役、犯罪被害相談員２名、事務局員　合計６名
　　　　　　新たに加わった３名の方をご紹介します！！

◇調査役兼犯罪被害相談員◇ ◇犯罪被害相談員◇ ◇犯罪被害相談員◇

セ ン タ ー ホ ー ム ペ ー ジ
新 コ ー ナ ー 紹 介

【相談・支援活動事例】H23 年 7 月 4 日～

センターが、どのような活動をしているのか理解していただくために、
今年度から、新たな取り組みとして、相談や支援活動等の事例を紹介
するコーナーを設けました。ぜひ一度、ご覧ください！！

リ ー フ レ ッ ト の 改 定 版 を 作 成 相談・支援活動や支援の流れ、関係機関との連携が分かりやすい内容
になりました。

　本年４月１日から、調査役兼犯罪被害者相談員・犯罪被

害者等給付金補助員・犯罪被害者直接支援員としてお世話

になっております。

　本年３月まで長崎県警察に奉職し、長年、犯罪被害者の

支援と相談に従事しており、その間いろいろな事件や事故

の被害者支援や相談に対応させていただきましたが、それ

らを通じて被害者支援の大切さと必要性を痛切に感じてい

るところです。

　弱い立場にある被害者やその家族に対し、その心情を理

解し、被害者の立場に立った支援活動に邁進したいと思っ

ていますので、みなさんのご指導とご協力をよろしくお願

いいたします。　

　２３年度４月から、新しく犯罪被害相談員とし

て活動させて頂いています。

　子育ても一段落し、これまでの経験を生か

して少しでも社会に貢献できればという思い

を、この犯罪被害者の支援活動に力いっぱい

注いでいこうと決意も新たにしております。

　交通事故も含めた犯罪被害がいつの日かな

くなることを願いながら、皆さまと共に歩ん

でいきたいと思っていますので、どうぞ宜し

くお願い致します。

　幼い吾子を目前で轢

かれたお母さん。慟哭

状態に、何と言葉をか

けて良いものやら。

　「悲しい時は身を捩っ

て泣いて良いのですよ。

涙が枯れた時に側に居

ますよ。」と心から言え

る相談員になりたいと

思います。
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当センター職員等は支援に当たり、法律で担保された
証票を携帯しています。安心してお任せ下さい。

　長崎被害者支援センターでは、平成２０年１２月、長崎県公安委員会から犯罪被害者等早期援助団体として指定され公的認証を

得ました。

　指定を受けたことで、犯罪被害相談員等となる支援員は、犯罪被害者等給付金の支給等による犯罪被害者等の支援に関する

法律第２３条により、電話・面接相談を含む犯罪被害相談や病院・裁判所ほか関係施設への付き添いなどの直接支援及び犯罪被

害者等給付金の支給を受けようとする者が行なう裁定の申請補助業務に従事する者として証明が担保されています。

　さらに、犯罪被害者等早期援助団体に関する規則第６条第２項では犯罪被害相談

員等は業務に従事するにあたり証票を携帯し、被害者等を含む関係者から請求があっ

たときは、提示しなければなりません。

　この業務に従事する者は、同じ規則第５条の規定により犯罪被害相談員等の資格

要件に合致した者が、常に証票を携帯して犯罪被害者等の支援に当たります。

　証票は、関係機関や被害者等にとって相談員等を確認する重要な手段であり、仮

に紛失などで悪用されることがあれば、早期援助団体の社会的信用を損ねることと

なるため、適切に管理使用されています。皆様、安心して当センターに支援をおま

かせ下さい。

　組織を法人化することで、民間の立場で犯罪被害者等を支援するセンターがより公益性、社会的信頼性を高め

ることになり各方面から支援活動に対する理解と支援の輪が広がり、さらに県市はじめ地方自治体からの財政

支援を得ることが期待できます。当センターでは、平成２３年６月２８日に一般社団法人設立準備総会を開催して、

下記、設立趣意書により、平成２４年４月には公益社団法人への移行を目指すことで決議がなされました。

一般社団法人「長崎犯罪被害者支援センター」設立趣意書

　犯罪による被害者及びその家族や遺族は、犯罪の直接的な被害にとどまらず、被害後に生じる精神的、社

会的及び経済的な側面においても大きな被害を受けています。

　今日の社会においては誰もが犯罪の被害に巻き込まれる可能性があり、一人一人が自分の問題として取り

組まなければならない課題でもあります。

　このような状況の中で、ボランテイアを中心として地域に根ざしてさまざまな支援活動を行うことを目的

に、平成１５年３月２０日に特定非営利活動法人「長崎被害者支援センター」を設立、平成２０年１２月１０日には、

長崎県公安委員会から「犯罪被害者等早期援助団体」として指定を受けたことにより、被害直後の早い段階

での支援活動を行うことができるようになりました。

　今回の法人組織の移行につきましては、民間の立場で支援活動している当センターに対する、地域社会の

理解、被害者支援の輪の広がり、支援活動の充実などを図り、また、団体の法律上の位置づけと責任の所在

が明確化され、社会的地位や信頼性の向上が期待されるのみならず、他関係機関との連携、地方自治体から

の財政支援、個人、法人からの寄付金に対する優遇措置などの途が開けることともなり、長期的に継続した

支援活動に対応することが可能となります。

　以上のような趣旨で、今回、一般社団法人を設立し、併せて、公益社団法人への移行を目指すものであり

ます。

平成２３年６月２８日

一般社団法人長崎犯罪被害者支援センター

設立代表者　塩　飽　志　郎

法 人 組 織 の 移 行 に つ い て
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飲料水自動販売機設置者による寄付・支援名簿一覧（平成２３年７月末現在）

会　員　・　寄　付　者　一　覧　表　（平成２３年３月～８月１８日　受付分）全７８件

芳名掲載をご了承いただいた方、団体、企業のみを掲載いたしました。順不同、敬称略

飲料水自動販売機及び募金箱設置状況（７月末現在）

◇自動販売機（設置者：６０団体・企業等及び３市、　設置場所：６９箇所、　設置台数：７２台） ◇募金箱：６３か所　

　犯罪被害者支援活動のための資金（寄付）確保の一環として、県内の企業、市施設等へ設置の支援自販機及び募金箱に

つきましては、関係機関等をはじめ、当センターの支援活動にご賛同を頂きました皆さまのご協力により、順調に推移し

ておりますことをご報告申しあげます。長期的に継続した支援活動を行うための財源確保のために、今後とも引き続き各

方面に、ご支援のお願いをしていきたいと思いますので、皆様方のご協力をお願いいたします。設置場所の提供にご協力

頂ける方は、事務局までご連絡をお願いいたします。

新規設置場所紹介
（Ｈ２３年３月～７月末）合計７台

㈳長崎県自動車整備振興会２台（長崎市）、大坪建設㈱（平戸市）、平戸商工会議所（平戸市）

㈱サンマーチ（佐世保市）、㈲平村自動車（五島市）、（医社）壮志会 押渕病院（松浦市）

※Ｈ２３年２月までに設置された場所等は、センターホームページに掲載しています。

〈正会員〉

アジア運送株式会社

医療法人

　たなか歯科医院

㈲竹下モーターズ

河井　耕治

田中　広海

田中　奈美

蒔田　　豊

松永　公隆

宮原　福子

満野　豊樹

山田　哲朗

山口　佳英

渡邉　雅生

日野出悦子

前田　和明

竹下　裕紀

〈団体賛助会員〉

諌早市警察官友の会

諌早ケーブルテレビジョン放送㈱

諌早市暴力追放運動推進協議会

九州ワコール製造株式会

島原商工会議所

長崎放送株式会社

長崎菱興サービス株式会社

日本遠洋旋網漁業協同組合

医療法人横尾病院

医療法人社団威光会　松岡病院

社団法人　島原市医師会

岩﨑修一税埋士事務所

株式会社　ウエノ安全協議会

五島ライオンズクラブ

医療法人　協生会　品川病院

株式会社　にくせん

〈寄付者〉

㈶長崎県警察職員互助会

雲仙市警察官友の会

佐世保市警察官友の会

長崎県警察本部犯罪被害者支援室

種元　毅

鍵原　行雄

本多　朗

蒔田　豊

塩飽　志郎

益田　耕作

　村　博哉

※掲載を希望されない方　１０名

宇賀　辰郎

大坪　嘉昭

菖蒲　　悟

薗田　穂積

今井　忠之

石丸　太郎

石丸アサ子

市川　房夫

小川　正幸

栗原　寿男

田平　朝子

高比良芳紀

前田　康弘

蒔田　里枝

蒔田　憲一

本村　綾子

渡辺　逸子

渡辺　和輝

伊藤　博隆

山中　修二

岳田　修市

榎並　茂則

森田　孝行

平野　辰夫

友廣　良満

㈱和　山

九州電力㈱長崎支店

吉田海運㈱

㈱親和銀行（５台）

㈱あたご（自動車学校）

㈱西肥自動車学校

㈱ＧＯＯ

長崎自動車㈱

島原鉄道㈱

㈱富士国際ホテル

㈱中島建設

白山陶器㈱

㈱県北衛生社

対馬天和産業㈱

長崎バス商事㈱

下田商事㈱

㈱みずなし本陣

㈱有馬（２台）

㈱大島造船所

㈱吉本ハイテック

㈱日興防錆鋼業

旭砕石㈱

㈱琴花園

㈱テクノ

錦建設工業㈱

㈱カワハラ住宅産業

東海化成工業㈱

本田建設㈱

㈱サンマーチ

大坪建設㈱

㈱松葉屋

㈱思想念

小浜食糧㈱

アウトレットショップ「ラビット」㈱モア

㈱Ｊパワーグループ松浦火力発電所

㈱Ｊパワーグループ松島火力発電所

㈲江崎産業（２台）

㈲オートテイク

㈲共和タクシー

昭和タクシー㈲

㈲安全タクシー

㈲平村自動車

㈲オートサービスふじい

㈲平和スポーツ店 雑貨探偵団

（医）博愛会　哲翁病院

（医社）壮志会 押渕病院

㈻九州文化学園

（社福）鶴生会 特別養護老人ホーム 悠久荘

㈳長崎県自動車整備振興会（２台）

島原雲仙農業協同組合愛野支店（２台）

（特社）松浦魚市場協会

佐世保卸団地協同組合

山田　肇

田羽多　隆義

福吉　恒夫

西そのぎ商工会

琴海商工会

平戸商工会議所

長崎市

松浦市（２台）

壱岐市（２台）

※掲載を希望されない企業１社

支援センターの運営を支えてくださる皆様
～こころより感謝申し上げます～

〈個人賛助会員〉
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【旧】振込用紙：２枚綴り…ゆうちょ銀行のみで振込ができる。

【新】振込用紙：４枚綴り…ゆうちょ銀行のほかに、十八銀行・親和銀行の各支店窓口からも振り込みが

できる。

　　　　　　　　　　　　  ※どの銀行から振り込んでも、振込手数料は無料（センター負担）です。

〈ご利用にあたっての注意事項〉
１．振込は同一銀行間での振り込み先指定で、ご利用ください。

　　（例）十八銀行　○○支店から振込の場合　→　振込先は［十八銀行　北　支　店］

　　　 　親和銀行　△△支店から振込の場合　→　振込先は［親和銀行　大波止支店］

特定非営利活動法人　長崎被害者支援センター 
　    TEL/095-820-4978　FAX/095-820-4377

編集・発行
〒850-0057　長崎市大黒町３番１号　交通産業ビル４階

編集後記：今年度はセンター設立の原点に戻って、相談・支援活動内
容を県民の皆様に、より深く知っていただくために、広報活動を見直し、
新しいリーフレットを作成しました。最近では、企業や自治会の場で
配布していただく機会も増えてきました。ご協力いただける方はご連
絡ください。また、講師（謝金等経費は不要）の派遣も行っております。

■取扱１：銀行窓口　振り込みの場合　〈ゆうちょ銀行・十八銀行・親和銀行で振り込みができる〉

■取扱２：ATM振込の場合〈ゆうちょ銀行のATMでのみ振り込みができる〉

※１　４枚ともに、振込額を記入
する。

※２　Aは 住 所・氏 名、BとD
には必ず「お名前」を記入
する。（銀行によってはC
に住所・氏名等の記載が必
要）

※３　十八銀行または親和銀行で
振り込む場合は、「B」は
必ず「振込銀行名等」を記
入する。

（注）４枚綴りの内、左２
枚のみを使用してく
ださい。

※１　２枚ともに振込額を
記入する。

※２　Aは住所・氏名、B
には「お名前」を記
入する。　

記　
　

入　
　

例

記　
　

入　
　

例

A B C

※１

※１
※１ ※１

※3
※2

※2※2 ※2

銀行が斜線を
引いてくれる。D

A B C

※１

※１

※2※2

D

〈銀行経由センター等保管〉 〈銀行控用〉

↑
切り離す

〈払込者用領収書〉

〈ＡＴＭ使用〉 ※ＡとＢは切り離さない。 〈不　使　用〉 〈不　使　用〉

会費・寄付等の振込用紙が新しくなりました！！

賛助会員入会等のご案内

賛助会員について（年額） 寄付について 振　　　込　　　先

金額の多少に

かかわらず、

随時受け付け

ております。

ゆ う ち ょ 銀 行 ０１７３０－８－１０２９８６

十八銀行　北　支　店　（普通）１０１１３７０

親和銀行　大波止支店 （普通）３１９３６５６

加入者名：特定非営利活動法人長崎被害者支援センター

※会報へのご芳名掲載を希望されない方は、通信欄にその旨記載をお願いします。センター振込用紙を
　ご入用の方は、事務所まで、ご連絡ください。

（振込手数料はセンター振込用紙をご利用の場合、無料です。）


